
一般質問

平成２８年（２０１６年）７月３１日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

教
育
・
文
化

滑
野
中
東
通
り
と
青
梅
街
道
の
丁
字

交
差
点

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
就
学 

相
談
の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

　

渦
現
行
の
特
別
支
援
学
級
通
学
バ

ス
を
通
級
学
級
に
通
う
中
学
生
に
も

採
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
よ
り
適
切
に
児
童
・
生

徒
の
状
態
を
見
き
わ
め
る
た
め
に
、

就
学
支
援
委
員
会
の
構
成
員
の
充
実

を
図
る
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　

渦
小
学
校
３
年
生
ま
で
を
対
象
と

し
て
お
り
、
中
学
生
は
小
学
生
に
比

べ
て
体
力
や
生
活
力
が
向
上
し
、
一

人
で
登
下
校
す
る
こ
と
は
社
会
性
を

育
む
た
め
に
も
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

 
吉
瀨
恵
美
子
議
員
（
共
産
）　

臼
院 

内
学
級
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　

渦
公
立
昭
和
病
院
に
院
内
学
級
を

開
設
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

臼
児
童
・
生
徒
が
入
院
し

た
場
合
に
学
習
の
場
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
確
保
さ
れ
、
退
院
後
の
学
校

生
活
に
戻
る
上
で
も
有
用
と
考
え
る
。

　

渦
受
け
入
れ
側
の
病
院
の
体
制
が

整
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
だ
が
、
公

立
昭
和
病
院
か
ら
は
現
在
の
と
こ
ろ

計
画
は
な
い
と
聞
い
て
お
り
、
現
時

点
で
設
置
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

 
中
江
み
わ
議
員
（
フ
ォ
）　

子
育
て 

中
の
親
と
赤
ち
ゃ
ん
に
、
小
・
中
学

生
が
触
れ
合
え
る
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日

の
導
入
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

教
育
長　

赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
で
は
な

特
別
支
援
教
育
を
受
け
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

病
気
に
負
け
ず
生
き
て
い
く
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
院
内
学
級
の
開
設
を

小
・
中
学
生
の
子
育
て
理
解
学
習

の
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
の
導
入
を

い
が
、
中
学
校
全
校
で
乳
幼
児
と
の

触
れ
合
い
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
学
校
で
は
道
徳
の
時
間
に

赤
ち
ゃ
ん
と
接
す
る
機
会
を
設
定
し

た
学
校
が
あ
る
。
乳
幼
児
と
触
れ
合

う
機
会
は
大
変
重
要
と
認
識
し
て
お

り
、
現
在
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
）　

臼
配
置
日 

数
を
限
定
す
る
こ
と
は
、
障
害
者
差

別
解
消
法
の
精
神
に
反
し
な
い
か
。

　

渦
介
助
員
の
配
置
を
５
日
間
に
拡

大
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

臼
児
童
・
生
徒
の
教
育
活

動
の
充
実
を
図
る
趣
旨
で
配
置
し
て

お
り
、
日
数
の
限
定
は
教
育
を
受
け

る
機
会
を
妨
げ
ず
、
法
の
趣
旨
に
反

す
る
も
の
で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
現
状
で
は
保
護
者
の
協
力
の
も

と
週
３
日
が
適
当
と
判
断
し
て
い
る
。

今
後
の
社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

 
吉
本
ゆ
う
す
け
議
員（
フ
ォ
）　

臼
各

学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
体
験
授

業
等
の
情
報
は
市
内
の
ほ
か
の
学
校

と
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

渦
講
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

依
頼
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
基
準
は
。

教
育
長　

臼
教
務
主
任
会
や
副
校
長

連
絡
会
、
研
究
・
研
修
主
任
等
連
絡

協
議
会
で
情
報
共
有
し
て
い
る
。

　

渦
統
一
し
た
基
準
は
な
い
が
、
児

童
・
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
等

を
深
め
、
体
力
向
上
に
効
果
的
と
認

め
ら
れ
る
人
を
選
定
し
招
い
て
い
る
。

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
へ
の

介
助
員
の
配
置
拡
大
を

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
よ
り

充
実
し
た
内
容
に
し
て
い
く
た
め
に

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

高
い
学 

費
と
奨
学
金
と
い
う
名
の
借
金
が
新

た
な
貧
困
を
生
み
だ
す
と
い
う
事
態

の
是
正
が
急
務
だ
が
、
学
生
、
若
者

の
学
ぶ
希
望
に
応
え
る
た
め
、
市
独

自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
実
現
す

る
た
め
の
検
討
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

市
長　

若
者
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
環
境
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と

は
重
要
と
捉
え
て
い
る
。
国
に
お
い

て
は
制
度
創
設
に
向
け
検
討
を
進
め

る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
で
、

今
後
の
動
向
等
を
注
視
し
て
い
く
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
過
去 

５
年
間
に
熱
中
症
に
よ
り
病
院
受
診

ま
た
は
搬
送
さ
れ
た
例
は
あ
る
か
。

　

渦
授
業
中
及
び
部
活
動
中
の
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

教
育
長　

臼
病
院
受
診
は
小
学
校
で

は
社
会
科
見
学
中
に
１
件
、
中
学
校

で
は
保
健
体
育
科
の
授
業
中
に
１
件
、

部
活
動
中
に
４
件
で
合
計
６
件
、
そ

の
う
ち
救
急
搬
送
は
５
件
で
あ
る
。

　

渦
毎
年
、
教
員
を
対
象
と
し
た
学

校
安
全
研
修
会
で
熱
中
症
事
故
の
防

止
に
向
け
た
内
容
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
周
知
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

 
さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
選 

挙
権
の
年
齢
引
き
下
げ
に
向
け
て
行

っ
た
模
擬
投
票
の
成
果
と
課
題
は
。

　

渦
生
涯
学
習
の
中
で
、
シ
チ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
を
見
据
え
た
若
者
向
け

の
講
座
等
は
あ
る
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

臼
一

学
生
、
若
者
の
学
ぶ
希
望
に
応
え
、

給
付
型
奨
学
金
を
検
討
せ
よ

小
・
中
学
校
で
の
熱
中
症
対
応
に
つ
い
て

選
挙
権
の　

歳
引
き
下
げ
を
き
っ
か
け
に

１８

 
シ 
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
推
進
を

※

定
の
啓
発
効
果
が
あ
り
、
将
来
の
投

票
行
動
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

課
題
は
、
職
員
の
体
制
等
に
よ
り
、

全
校
で
行
え
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

教
育
長　

渦
仲
間
づ
く
り
や
地
域
へ

の
愛
着
等
の
醸
成
を
目
的
に
ヤ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
。

※
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
は

　

民
主
主
義
を
理
解
・
実
践
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
や
価
値
観
を
身
に

つ
け
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
す

る
市
民
と
な
る
た
め
の
教
育
の
こ
と
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
部
活 

動
に
お
け
る
活
動
日
も
し
く
は
休
み

の
あ
り
方
を
指
導
し
て
い
る
か
。

　

渦
教
員
が
顧
問
を
す
る
、
し
な
い

は
選
択
で
き
る
の
か
。

教
育
長　

臼
生
徒
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
学
校
生
活
等
へ
の
配
慮
が
重
要

と
捉
え
て
い
る
。
保
護
者
の
問
い
合

わ
せ
等
に
は
個
別
に
状
況
を
確
認
し
、

必
要
な
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
教
員
か
ら
校
長
へ
顧
問
に
対
す

る
希
望
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
る
。

各
教
員
の
適
性
等
を
考
慮
し
て
最
終

的
に
校
長
が
決
定
し
て
い
る
。

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の

適

正

化

に

つ

い

て
 

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
制
服 

や
ジ
ャ
ー
ジ
、
体
操
服
等
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　

渦
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
進
め
る
べ
く
、

ジ
ャ
ー
ジ
等
か
ら
氏
名
の
刺
し
ゅ
う

を
な
く
す
こ
と
へ
の
市
の
考
え
は
。

教
育
長　

臼
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
体
と
な
っ

て
、
体
育
祭
等
の
行
事
の
際
に
、
制

服
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
中
学
校
で
は
転
入
生

に
対
し
て
制
服
等
を
提
供
し
て
い
る
。

　

渦
紛
失
を
防
ぐ
管
理
上
の
理
由
等

か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
刺
し
ゅ
う
を

な
く
す
こ
と
は
慎
重
に
捉
え
て
い
る
。

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

臼
小
・ 

中
学
校
の
普
通
教
室
で
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
用
で
き
る
よ
う
、
一
教

室
分
の
台
数
の
確
保
が
で
き
な
い
か
。

　

渦
小
学
校
段
階
に
お
け
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
導
入
へ
の
考
え
方
は
。

教
育
長　

臼
今
後
、
市
立
学
校
で
使

用
す
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
の
リ
ー

ス
期
間
満
了
時
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
へ
の
変
更
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
小
学
校
で
行
う
学
習
内
容
等
を

研
究
す
る
と
と
も
に
、
次
期
学
習
指

導
要
領
の
策
定
過
程
や
国
や
他
区
市

町
村
の
動
向
等
を
注
視
し
て
い
く
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
児
童
・

生
徒
が
理
科
を
含
む
科
学
に
よ
り
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
し
て
、
理
科

の
授
業
を
多
摩
六
都
科
学
館
の
実
験

室
で
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

渦
中
学
校
・
高
等
学
校
の
１
年
生

に
無
料
招
待
券
を
配
布
で
き
な
い
か
。

中
学
校
の
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
を

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
現
状
と

　

年
代
へ
向
け
た
考
え
方
を
問
う

２０２０科
学
教
育
の
普
及
に
向
け
た

取

り

組

み

に

つ

い

て

教
育
長　

臼
昨
年
度
は
市
立
小
学
校

６
校
が
多
摩
六
都
科
学
館
の
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
理
科
の
授
業

を
科
学
学
習
室
で
行
っ
て
い
る
。

市
長　

渦
中
学
生
、
高
校
生
が
多
摩

六
都
科
学
館
へ
訪
れ
、
科
学
へ
の
興

味
等
を
持
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
、

機
会
を
捉
え
な
が
ら
要
望
し
て
い
く
。

に
よ
り
交
差
点
全
体
の
制
御
は
で
き

る
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。
信
号
機

の
設
置
以
外
の
対
策
と
し
て
は
３
・

３
・
３
号
線
に
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク

な
ど
の
設
置
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 
佐
藤　

徹
議
員
（
公
明
）　

臼
Ｂ
地 

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
考

え
る
会
が
発
足
し
た
が
、
実
証
実
験

運
行
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

渦
西
武
国
分
寺
線
の
東
西
２
ル
ー

ト
で
の
実
証
実
験
運
行
を
視
野
に
入

れ
て
検
討
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

臼
発
足
後
は
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
集
約
し
な
が
ら
実
証
実
験
運
行

に
向
け
、
運
行
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て

合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
。

　

渦
運
行
ル
ー
ト
や
運
行
シ
ス
テ
ム

等
に
つ
い
て
は
考
え
る
会
で
検
討
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
市
で
は
、

検
討
結
果
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
本
交 

差
点
で
、
自
転
車
と
左
折
の
車
と
の

衝
突
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
対
策
は
。

小
平
南
西
部
地
域
（
Ｂ
地
区
）
に
早
期
に

公
共
交
通
を
導
入
す
べ
き
だ

野
中
東
通
り
と
青
梅
街
道
交
差
点

付
近
の
安
全
策
を
進
め
る
べ
き

　

渦
野
中
東
通
り
を
南
下
す
る
自
転

車
と
青
梅
街
道
を
西
に
進
む
歩
行
者

の
接
触
が
多
く
、
安
全
策
を
講
ず
る

べ
き
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
交
通
安
全
教
室
等
の
機
会

を
捉
え
、
交
差
点
内
の
事
故
防
止
に

向
け
た
各
種
啓
発
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
自
転
車
の
道
路
左
側
通
行
の
励

行
の
注
意
喚
起
や
自
転
車
安
全
利
用

五
則
の
広
報
を
推
進
し
て
い
く
。

 
吉
瀨
恵
美
子
議
員
（
共
産
）　

臼
喜 

平
橋
西
側
歩
道
は
狭
く
、
車
道
と
の

段
差
も
あ
り
危
険
だ
が
、
認
識
は
。

　

渦
当
面
の
対
策
と
し
て
鎖
の
柵
の

よ
う
な
も
の
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
歩
行
者
と
車
両
と
の
距
離

が
近
い
こ
と
や
、
歩
道
の
幅
員
が
狭

く
、
歩
行
者
が
す
れ
違
う
こ
と
が
困

難
な
状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
拡
幅

の
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
道
路
管
理
者
の
都
か
ら
は
、
歩

道
の
幅
が
狭
く
防
護
柵
を
設
置
す
る

だ
け
の
ゆ
と
り
が
な
い
状
況
と
聞
い

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き

都
に
歩
道
の
拡
幅
を
要
望
し
て
い
く
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
に
じ 

バ
ス
と
ぶ
る
べ
ー
号
の
市
の
評
価
は
。

　

渦
身
体
障
害
者
や
同
行
者
等
に
適

用
さ
れ
て
い
る
鉄
道
や
民
営
バ
ス
等

の
運
賃
割
引
制
度
や
シ
ル
バ
ー
パ
ス

の
利
用
が
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
。

市
長　

臼
地
域
の
熱
心
な
取
り
組
み

が
、
安
定
し
た
乗
車
人
数
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　

渦
割
引
制
度
等
の
導
入
に
よ
り
運

賃
収
入
が
減
り
、
運
行
経
費
の
不
足

分
を
補
う
公
費
負
担
が
増
大
す
る
た

め
、
現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
る
。

喜
平
橋
交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

コ
ミ
バ
ス
、
コ
ミ
タ
ク
と

公
共
交
通
網
の
充
実
に
つ
い
て

 
小
野
高
一
議
員
（
政
和
）　

臼
西
武 

国
分
寺
線
及
び
西
武
多
摩
湖
線
と
道

路
が
交
差
す
る
複
数
の
地
点
の
踏
切

に
つ
い
て
、
危
険
を
解
消
す
る
た
め

の
対
策
は
。　

　

渦
西
武
線
と
Ｊ
Ｒ
線
等
と
の
相
互

乗
り
入
れ
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

市
長　

臼
路
面
表
示
や
注
意
喚
起
の

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
安
全
性
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
、都
、

警
視
庁
及
び
鉄
道
事
業
者
に
対
し
て
、

必
要
な
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

　

渦
路
線
整
備
に
多
大
な
費
用
を
要

す
る
た
め
現
状
で
の
実
現
は
難
し
い
。

 
佐
藤　

徹
議
員
（
公
明
）　

都
市
計 

画
道
路
３
・
３
・
３
号
線
の
開
通
時

に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
と
の
交
差
点
及
び
美
大
通
り

２３の
丁
字
路
に
は
信
号
機
の
設
置
を
含

め
た
交
通
対
策
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

市
長　

交
通
管
理
者
と
協
議
の
結
果
、

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
３
・

３
・
３
号
線
側
の
一
時
停
止
制
御
等

交
通
危
険
箇
所
解
消
等
と

交
通
の
利
便
性
に
つ
い
て

南
西
部
地
域
の
交
差
点
の

交
通
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き

道 路
交 通

葛
青
年
教
室
（
ヤ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
）

の
様
子


